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   二学期の始まりにあたり           

 校長 萩野 幹夫 

世界中に熱狂をもたらした、リオのオリンピック。日本人選手の活躍だけでなく、避難民

選手や貧民街から不撓不屈の精神や病気や挫折などを乗り越えてオリンピックの舞台に上が

ったいろいろな国の選手の話に、いたく感動した夏でした。 

一か月の夏休みも終わり、校内には子供たちの元気な声が響き渡っています。転入生 20名

とともに子供たちは新たな気持ちで二学期の始業式を迎えました。 

今学期は、チルドレンフェスティバルという大きな行事があります。自立と共生を大切に

しながら、実り多き体験ができるよう、全校一丸となり取り組んでまいります。 

また、お子さんのよりよい成長を図るため、ご家庭との情報交換をこれからもよろしくお

願いします。 

 

さて、6/2 午後からの避難訓練では、お子様の引き取りにご協力いただきありがとうござ

いました。皆様から頂いたアンケートのご報告をいたします。 

 

   保護者アンケートより（回収率 90％ 実家庭数 90/101） 

1 連絡網や連絡方法について 

 A 順番通りにまわってきた    ８４人（93％） 

 B 順番通りではないがまわってきた ６人（7％） 

 C 連絡まわってこなかった     ０人 

◎学年によっては、スムーズに連絡が進まなかったとのご意見を複数いただきました。 

今後、メッセージの長さを短くしたり、連絡網の順番など工夫したりするなど改善してい

きます。  

2 引き渡し方法について 

ご意見から、概ね引き渡しがスムーズに行われていたと考えました。 

3  その他 

・正門前が車の待機、引き渡し後の人々で混雑していた。 

・一方通行が守られていなかった。 

・道路は、訓練とはいえ、多数の車が駐停車しており、さらに流れる車も左右通行し、 

 危険きわまりなかった。 

                            などのご意見が寄せられました。 

 

9/12 避難訓練について  

二学期の転入児童数が増え、家庭数がさらに８家族増えました。ますます、学校門付近で

の混乱が予想され、子どもや保護者の交通事故も心配されます。 

学校としては、緊急避難時の連絡システムの確認ができましたので、上記の状況を鑑み、

9/12 の避難訓練は、保護者が係る引き渡し訓練を行いません。 

なお、「緊急連絡実施訓練」については別の日時で実施しますが、日程については別途通
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知します。どうぞ、よろしくご理解をお願いします。 

 

 

 

 

児童生徒のインターネット、携帯電話の利用について     

生活指導部 鈴木 智春 

ここ１，２年のヤンゴン市内の急速な携帯電話の普及と平行して、本校でも携帯電話を所持し

ている児童生徒が増加しています。LINE、Viber、Facebook などは日本の家族や友人と連絡を取

り合うのに大変便利で、最近では児童生徒間での日々のやりとりにも多く使われています。国内

では、青少年が事件に巻き込まれるトラブルも多く、毎年「セーフティー教室」を開き、事故防

止のための指導を行っています。 

今年度、日本人学校では小学部５・６年生と中学部１年生を対象に携帯電話利用のマナー教室

をＫＤＤＩ様のご協力で初めて開くことができました。 

そこでは、主に友達同士のメッセージのやり取りについて『何で来るの？』という言葉が「何

の手段で来るのか」と言うつもりで聞いたのに、「何でお前が来るんだよ」と伝わってしまったり、

おしゃれな写真を送付されたメールの返信で「かわいくない？」という同意を求めるメッセージ

を送信したつもりが「？」をつけ忘れただけで相手を不快にさせてしまったりなど、簡単な言葉

だけで行うメールのやりとりで誤解が生じ、人間関係に多大な影響を及ぼすことを学びました。

他にも以下のような注意点を携帯教室や学校で確認しています。 

   

  ○メッセージを送る時間や内容は送られる相手のことをよく考える。 

  ○友人が写っている写真なども個人情報になるので許可なく勝手なやり取りをしない。 

  ○グループでの会話（チャット）に参加するときは前後の内容をよく読む 

 

また、子どもたちがよく見ている YouTube などのサイトも、動画の閲覧だけでなく書き込み

や投稿などが簡単にできるので、インターネット上に気軽に撮影した写真の投稿が社会への反響

が大きくなり、内容によっては法に触れたり、店舗がつぶれるなど補償問題につながったりする

可能性があることも教えていただきました。 

メールなどのやり取りと大きく違うところは、不特定多数の人に見られる可能性があり、デー

タは完全に消せないということです。 

「人の悪口やうわさ話を書き込まない」ということは言うまでもありません。しかし、これが

できずに親や先生の知らないところで友人関係のトラブルが増加しているのが今の日本の学校教

育現場です。 

保護者の方には、ミャンマーではフィルタリング（検索・閲覧の規制）の設定ができないなど

のリスクもよく考えて携帯やスマートフォンを活用して頂くようにお願いします。利用に関して

困ったことや、トラブルの原因となるような内容がありましたら学校へ早めにご相談下さるよう

お願いします。 

 

 

＜主な学校行事予定＞ 

9/ 3日(土) 学校公開日 夏休み作品展 

  9日(水) 中学部実力テスト   24日(土) PTAバザー 9:30～ 

 

＜８月の学校運営委員会報告＞            ８月２５日 8:30~11:30 

出席: 本宮委員長、大使館東書記官、梁井 PTA 会長、萩野校長 オブザーバー: 木村日本人会

副会長 渡邊教頭 塚本事務長 大崎様 

議 事 ①学校建設について ②H29 教職員について ③B 棟撤去にかかわる工事について  

    ④７月会計報告 ⑤９月の行事予定について ⑥その他    

    

 


